
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期の終業式で約束したとおり、元気にあいさつして子ども達が集まりました。始業式では、今年

度の重点「自分達でできることを増やす」ための３つのことを話しました。 

 

 

 

あっという間の１学期でした。終業式で次のようなお話をして１学期を振り返りました。 

 

「自分たちでできることを増やそう」と言って始まった１学期でした。１年生は、給食をもりもり食

べて元気に生活することができました。２年生は、自分達で種市の探検にも出かけました。３年生は毛

筆の学習に挑戦し、４年生は代表委員会に初めて出席して高学年の仲間入りをしました。 

みなさんは、「自分達でできること」をコロナの影響でできることが限られる中、『今できることは何

か』と考えて行動しました。５年生・６年生が中心になった児童会では、「何か目標をもって取り組みた

い」とマラソンの取り組みを考えました。他にも、体育員会の外遊びサポーター、ボランティア委員会

が呼びかけた中庭の草取り、保健委員会の放送での保健クイズ、図書委員会の読み聞かせ、放送委員会

の出来事を募集しての昼の放送、給食委員会の完食に向けての取り組みと、全校の友達を巻き込んでの

よい活動が続きました。 

また、掃除は少人数で教えに行く活動から縦割り掃除へと移りました。あいさつの取り組みも行われ

ました。『今できること』はそれだけで終わらず、学期末の“縦割り班の仲を深める取り組み”や“児童

会ラジオ”まで続けられました。 

いろいろな制限があってできないことが多くて取り組みにくい中、みなさんの『今できることは何か』

は『まだできることはないか』に変わり、学期末のギリギリまで行われたのでした。 

こうして、誰かが、「何かをしよう」とか「こうした方がよいのではないか」と働きかけることで、全

校のみんなが協力してくれました。 

誰かが働きかけると、学校中のみんながよい活動をするために動き出し、学校がどんどんよい方に進

むということを見せてもらいました。これが、「学校をよりよくしていること」なのです。みなさんには、

学校をよりよい方に動かす力があるのです。 

２学期も、みんなで、学校をよりよくして行きましょう。２学期も、ますます、たくさんのよいこと

があるように、明日からの夏休みは、安全に気をつけて暮らしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

１学期の終業式と同じように、落ち着いた態度で目をしっかり前に向けて、じっとしてよく聞いてい

ました。きっと、よい２学期になります。 

１学期の終わりに、「子ども達の

見守り」や「安全の声掛け」をお

願いしました。子ども達は、大き

なけがや事故、病気もなく、登校

してきました。おうちの方々や地

域の方々に感謝申し上げます。あ

りがとうとうございました。

校報「水緒」は、地域の方々の

ご協力により地域回覧をしてい

ただいております。ご面倒をおか

けしますが、引き続きよろしくお

願いいたします。 

水 緒 
「知徳の方向 あやまらず 進め」 
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今年度は、「自分達でできることを増やそう」と言って始まった一年です。１学期には、コロナの影響

でできることが限られる中、『今できることは何か』考えて活動し、学期末には『まだできることはない

か』ギリギリまで活動が行われたのでした。 

誰かが考え働きかけることで学校中のみんなが協力して動き出し、学校がどんどんよい方に進んだので

した。みなさんの力が、学校をよりよい方向に動かしてきたのでした。そして、いよいよ２学期、今日は、

はじまりの日です。「自分達でできることを増やす」ための３つのことをお話します。 

１つ目は、「友だちのがんばりを邪魔しない」ということです。言い換えれば、「友だちのがんばりを応

援する」ことです。 

友だちががんばっていると、うらやましくなって悪口を言うことはありませんでしたか。意地悪をした

い気持ちになる人はいませんでしたか。そうではなくて、「すごいね」とほめてあげましょう。「こんなふ

うにがんばっているよ」と他の友だちに紹介してあげましょう。これが、「友だちのがんばりを応援する

こと」です。「一緒にやっていい」と聞いてみたらもっと素晴らしいでしょう。 

２つ目は、「自分から行動する」ということです。 

はじめは、係りや当番などの自分の仕事でもいいです。勉強や運動でもいいです。そして、何かに立候

補したり挑戦したらもっといいでしょう。児童会のあいさつの取り組みのように、誰かが行動すると一緒

に行動してくれる人が現れます。はじめは、うまくいかないかもしれませんが、頭にきてやめてしまって

はいけません。文句を言いたくなっても、そこを我慢して乗り越えるのです。自分が応援してあげたよう

に、友だちもきっと応援してくれるはずです。「自分から行動する」ということには、「進んで」とか「挑

戦」とか「一生懸命」という意味が入っています。 

３つ目は、「当たり前のこともできるようにがんばる」ということです。 

「自分達でできること」というのは、かっこいいことばかりではありません。忘れ物をしないように自

分で準備していますか。時間を守って行動していますか。廊下を走っていませんか。「少しくらいいいか」

と考えるのは甘えです。先生方が見ていないからという理由ではなくて、自分で「よいか悪いか」考えな

くてはいけません。 

さて、自分ががんばることは思い浮かんでいるでしょうか。いよいよ、２学期のスタートです。これま

で、たくさんのことをがんばった人も、もっとがんばりたかった人も、また、新しいスタートです。 

めあてを決めて、よりよい自分、よりよい学級、よりよい学校をめざしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

元気に通ってくる子ども達。手には大きな荷物を持

っています。「作品ですか。」と尋ねると「はい、漢字

のパズルです。」と自慢げな返事。「宿題は終わりまし

たか？」には「はい、終わりました。」と胸を張りま

す。「もし、終わっていなくても、『学校に行かない』

って泣かないで来るのだよ。」とふざけると「泣きま

せんよ。」と笑い顔。子ども達から元気をもらいます。   

次の日の朝、今度は絵の具道具を持っている子、お

道具箱を大きな袋に入れて持ってくる子と、持ってい

るものが変わりまし

た。先生に何を持って

くるのか教わったの

でしょうか。自分で考

えたのでしょうか。 

「持って行けない、

送って行ってー！」で

はなく、「一回では無

理、今日はこれ、明日

はこれをもっていく

ことにしよう。」と考

える子にしたいです。

それを「かしこさ」と

いうのだと思います。

こんなところに「かしこい子」の育て方が見えるよう

に思います。簡単なことに感じられるでしょうか。難

しいことに感じられるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/20 木 身体測定（高） 

21 金 身体測定（低）、 

５年野外活動保護者説明会 

26 水 生活習慣病検査・貧血検査（４年） 

27 木 ５年野外活動 

28 金 ５年野外活動 

30 日 （種市中 体育祭） 

9/１ 火 安全の日 

３ 木 【金曜日時程】 

３年校外学習、２年校外学習 

４ 金 【木曜日時程】校内研究会 

５ 土 ＜支援する会・川遊び＞ 

７ 月 授業参観日① 

８ 火 授業参観日②、６年学級懇談会 

11 金 遠足（１～４年） 

16 水 町陸上記録会 

17 木 中学生来校（職場体験） 

18 金 （町陸上予備日） 

21 月 敬老の日 

22 火 秋分の日 

24 木 「森は巡る」（５年植林体験） 

26 土 ＜支援する会・久慈平岳登山＞ 

28 月 【木曜日時程】校内研究会 

 

８・９月これからの主な行事 
＜詳しくは学年通信をご覧下さい＞ 

コロナに立ち向かう大きな力 
「スクールサポートスタッフ」 

森岩先生が 

きてくださいました 
新型コロナウイルス感染防止のために、学校で

は消毒作業などのいつもとは違う仕事が増えたた

め先生方が子どもに関わる時間が減ってしまうこ

とが心配されていました。また、１学期の行事が

２学期に移り子どもも先生もさらに大忙しになり

ます。そこで、子どもや先生方を応援してくださ

る方として２学期から「スクールサポートスタッ

フ」と呼ばれる先生が一人増えることになりまし

た。３月まで子ども達をお世話くださった森岩郁

子先生にお願いできることになりました。

子ども達を 
迎え入れる準備 

暑さと湿気のため、校舎内にカビが生えると

いうことがおきました。休みに入ってからずっ

と拭き掃除や換気を行い、お盆の閉庁中も先生

方が換気を行いましたが、それでも大変なカビ

でした。子ども達が登校してくる 

前の日の１７日、 

先生方で再度、 

子ども達の机の 

中まで消毒液で 

拭く大掃除を行 

ったのでした。 

 



 


